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図書館からのお知らせ

年明け最初の開館日である令和６年１月５日
（金）に、職員と子ども司書がテーマごとに選ん
だ書籍３冊とおみくじなどのおまけが入った
「福袋」の貸し出しを行います。数は大人用20
袋、子ども用25袋の計45袋で、なくなり次第
終了します。
新年最初のお楽しみです。ご来館お待ちして
います！

日 月 火 水 木 金 土 開館時間
▶火～金曜日
10　：　00～19　：　00
▶土・日曜日、祝日
10　：　00～17　：　00

※変更があった場合は、
図書館HPやX（旧Twitter）
でお知らせします。
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私は歴史が好きなので『戦国姫・千姫の物
語～はかない恋と大阪城落城』を紹介します。
千姫は徳川家康の孫娘で、豊臣秀吉の息子
の豊臣秀頼と結婚します。婚約が決まったと
きはまだ徳川家康は豊臣秀吉の家臣でした。
そのあと家康に秀頼と別れさせられ本多忠刻
と結婚しましたが、忠刻とも別れることにな
ります。その後徳川家にもどり春日局がなく
なったあと、母代になって家光を支えました。
大変な人生だったけど、みんなに慕われて良
かったです。
同じシリーズには『51人のお姫様大図鑑』
があります。戦国時代は政略結婚がほとんど
で、それぞれに戦国時代を一生懸命に生きた
お姫様が紹介されています。私の心に残った
のは伊達政宗の妻でとても
愛らしい姫だった愛姫と、
真田信幸の妻でとても勇ま
しい姫だった小松姫です。
波乱万丈の人生がまちうけ
ている千姫やほかのお姫様
たちの物語を読んでみてく
ださい。

ニコライ　ポポフ『なぜあらそ
うの？』（BL出版）
美しい花を手にした１匹のカ
エル。そこへ不意に現れたネズ
ミがカエルへとびかかり花を奪
います。カエルは仲間を呼びネ
ズミに仕返しをすると…ほのぼ
のとした雰囲気とは裏腹の争い
の激しさとむなしさが私たちに
伝えるものは。

とっておきの一冊を紹介しますテーマ　　「字のない絵本」

「字のない絵本」は物語の言葉が示されていないからこそ
描かれた世界が力強く伝わり、それでいて受け取り方は自由
であるという独特の魅力があります。今回紹介した以外にも
沢山あるのでぜひ探してください。
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戦国姫　千姫の物語
藤咲あゆな／作　マルイノ／絵
（集英社みらい文庫）

ディヴィット　ウィーズナー『漂
流物』（BL出版）
海辺で遊んでいた少年の元に
流れ着いた古いカメラ。現像し
たフィルムには見たことのない
幻想的な光景と、とある少女の
写真が残されていました。漂流
物を通して受け継がれていく秘
密と浪漫を楽しめる一冊です。

junaida『Michi』(福音館書店)
表紙を開くと目の前にはドア
ノブと 穴。それぞれに旅立っ
た少年と少女は、階段と道が入
り乱れる不思議な町を歩んでい
きます。繊細で鮮やかな世界の
未知の冒険は、読みかえすたび
に新しい出会いをもたらしてく
れるでしょう。

1月の休館日 休館日




